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叶
ホ
ー
ル

▽
２
月　

日
松
午
前
９
時　

分
～
午

２５

５０

後
４
時　

分　

開
会
あ
い
さ
つ
、
カ

１０

ラ
オ
ケ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
、
ハ

ー
モ
ニ
カ
合
奏
、
女
声
コ
ー
ラ
ス
、

合
唱
、
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
、
手
品

▽　

日
掌
午
前　

時
～
午
後
４
時　

２６

１０

４０

分　

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
バ
ン
ド
、
カ
ラ

オ
ケ
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

▽
３
月
３
日
松
午
前　

時
～
午
後
８

１０

 　

重
大
な
脅
威
（
※
）
を
未
然
に
防

止
し
、
現
在
お
よ
び
将
来
の
市
民
が

安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

※「
重
大
な
脅
威
」と
は
、
災
害
（
地

震
、
台
風
、
豪
雨
、
水
害
等
の
自
然

災
害
お
よ
び
火
災
等
の
人
的
災
害
）、

犯
罪
、
交
通
事
故
、
健
康
危
機
そ
の

他
、
市
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財

産
に
危
険
ま
た
は
危
害
を
及
ぼ
す
も

の
を
指
し
ま
す
。

 
▽
市
民
等
（
市
民
、
地
域
活
動
団
体
、

事
業
者
お
よ
び
学
校
等
）
は
、
自
己

の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
と
と

も
に
、
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
に

努
め
、
市
は
市
民
等
を
支
援
す
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
安
心
で
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

▽
市
、
市
民
等
お
よ
び
関
係
行
政
機

関
は
、
地
域
社
会
を
構
成
す
る
一
員

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
自
覚
し
、

相
互
に
連
携
ま
た
は
協
力
し
て
、
安

心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
市
、
市
民
等
お
よ
び
関
係
行
政
機

関
は
、
災
害
等
か
ら
得
た
体
験
、
教

訓
、
知
識
、
技
術
等
を
日
常
生
活
に

生
か
す
と
と
も
に
、
将
来
の
世
代
に

継
承
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
市
は
、
生
活
上
援
護
を
必
要
と
す

る
者
に
配
慮
し
て
、
ま
た
人
権
そ
の

他
の
権
利
に
配
慮
し
な
が
ら
、
安
心

で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 　

安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進

目目　

的的

基
本
理

基
本
理
念念

責責　

務務

の
た
め
に
市
、
市
民
、
地
域
活
動
団

体
お
よ
び
事
業
者
の
責
務
を
定
め
ま

す
。

 　

安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進

の
た
め
、
防
災
、
防
犯
、
交
通
安
全
、

健
康
危
機
対
策
を
重
点
的
施
策
と
し

て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
以

外
の
分
野
に
関
す
る
施
策
や
広
報
・

啓
発
活
動
等
を
行
い
ま
す
。

 　

有
識
者
と
市
民
で
構
成
す
る「（
仮

称
）
狛
江
市
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
推
進
審
議
会
」
を
置
き
、
安
心

で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
上
で
必
要
な

事
項
を
審
議
し
ま
す
。

　

ま
た
、
有
識
者
、
市
民
等
、
市
お

よ
び
関
係
行
政
機
関
で
構
成
し
、
地

域
主
体
の
取
り
組
み
を
進
め
る「（
仮

称
）
狛
江
市
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
」
を
置
き
ま
す
。

市
の
基
本
的
施

市
の
基
本
的
施
策策

推
進
体

推
進
体
制制

第２３第２３回回

鞄
作
品
・
活
動
展

▽
２
月　

日
松
・　

日
掌　

絵
画
、

２５

２６

陶
芸
（
手
作
り
陶
器
市
）、
裂
き
織
り
、

写
真
、
生
け
花
、
和
紙
タ
ペ
ス
ト
リ

ー
、
グ
ル
ー
プ
活
動
展
（
狛
江
地
域

ね
こ
の
会
）

▽
３
月
３
日
松
・
４
日
掌　

写
真
、

俳
句
、
書
道
、
水
墨
画
、
ハ
ー
ブ
、

人
物
画
、
絵
画
、
生
け
花
、
木
工
、

グ
ル
ー
プ
活
動
展
（
万
葉
名
歌
玉
川

碑
に
集
う
会
）

椛
交
流
・
体
験

▽
２
月　

日
松　

紙
す
き
、
民
謡

２５

▽　

日
掌　

紙
す
き
、
茶
道

２６
▽
３
月
３
日
松　

日
本
舞
踊
、
篠
笛

▽
全
日　

パ
ソ
コ
ン
体
験
※
西
河
原

公
民
館
の
パ
ソ
コ
ン
室
の
利
用
を
希

望
す
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

樺
お
も
て
な
し（
実
費
）

▽
２
月　

日
松　

コ
ー
ヒ
ー
と
ク
ッ

２５

キ
ー

▽　

日
掌　

世
界
の
家
庭
料
理

２６
▽
３
月
３
日
松　

抹
茶
と
菓
子
、
ハ

ー
ブ
テ
ィ
ー
と
菓
子
、
包
丁
研
ぎ

▽
４
日
掌　

包
丁
研
ぎ

 
〔
日
時
〕
３
月
１
日
昭
午
後
３
時　
４５

分
か
ら　

分
程
度
〔
定
員
〕
先
着　

３０

３０

人
〔
演
目
〕
い
ろ
い
ろ
１
ね
ん

 　
「
い
べ
ん
と
西
河
原
」の
準
備
と
後

片
付
け
の
た
め
、
２
月　

日
晶
・　

２４

２７

日
捷
、
３
月
２
日
晶
・
５
日
捷
は
施

設
の
貸
し
出
し
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
午
後
５
時
以
降
は
臨
時
休
館
し

ま
す（
図
書
室
は
通
常
ど
お
り
開
室
）。

〜
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
・

ス
ー
プ
に
よ
る
人
形
劇
〜

いいいいいいいいいい
べべべべべべべべべべ
んんんんんんんんんん
とととととととととと
西西西西西西西西西西
河河河河河河河河河河
原原原原原原原原原原
特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別
おおおおおおおおおお
はははははははははは
なななななななななな
しししししししししし

い
べ
ん
と
西
河
原
特
別
お
は
な
し
会会会会会会会会会会会

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

（仮称）狛江市 安心で安全なまちづくり基本条（仮称）狛江市　安心で安全なまちづくり基本条例例
（素案）に対す（素案）に対するる意見をお寄せくださ意見をお寄せくださいい
　市民の皆さんが安心して安全に暮らし続けられるまちを目指すため、「（仮称）狛江市　安心で安全なまちづくり基本条例」の策定作業
を進めています。条例の素案がまとまりましたので公表し、広く皆さんのご意見を反映させるため、パブリックコメントを実施します。
　素案は安心安全課窓口で閲覧および頒布をしている他、市ホームページからもご覧になれます。
〔問い合わせ〕安心安全課

時　

フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
、
ダ
ン
ス
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
着

付
け
、
Ｈ
ｉ
ｐ　

Ｈ
ｏ
ｐ
ダ
ン
ス
、

日
本
語
ス
ピ
ー
チ

大
会

▽
４
日
掌
午
前　
１０

時
～
午
後
７
時　
３０

分　

謡
曲
の
つ
ど

い
、
和
太
鼓
演
奏

ほ
か
、
ハ
ン
ド
ベ

ル
と
ト
ー
ン
チ
ャ

イ
ム
、
ダ
ン
ス
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン

ド
、
女
声
コ
ー
ラ

ス
、
合
唱
、
民
謡
、

輝
け
・
邦
楽
を
い

べ
ん
と
西
河
原
に

！
、
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ　

Ｉ
Ｎ　

Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ

Ｅ

い
べ
ん
と
西
河

い
べ
ん
と
西
河
原原

～
狛
江
の
春
は
西
河
原
か
ら

～
狛
江
の
春
は
西
河
原
か
ら
～～

G

I

H

J

KKKKKKKKKKKKKKKKKKKK

KKKKKKKKKKKKKKKKKKKK

L
L
L
L
L
L
L
L

L
L
L
L
L
L
L
L

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
の
方

〔
提
出
方
法
〕３
月　

日
昌（
必

１４

着
）
ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
お

よ
び
在
学
・

在
勤
の
方
は

そ
の
名
称
と

住
所
を
記
入

の
上
、
窓
口
へ
提
出
・
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
（kiki

kanrikkr01@
city.kom

a
e.lg.jp

）
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
安
心

安
全
課
へ
。

　

西
河
原
公
民
館
利
用
団
体
が
中
心

の
実
行
委
員
会
で
企
画
・
実
施
し
、

地
域
の
学
習
・
文
化
活
動
の
発
展
を

目
指
し
て
、
そ
の
成
果
を
発
表
し
あ

う
交
流
と
発
信
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
西
河
原
公
民
館
緯

（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

２月２５日㈯・２６日２月２５日㈯・２６日㈰㈰
３月３日㈯・４日３月３日㈯・４日㈰㈰

日　程

時　間
午前１０時～午後４午前１０時～午後４時時
（ホールを除く（ホールを除く））

意
見
募

意
見
募
集集

さまざまなジャンルのステージが皆さんを魅了します
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混
雑
し
ま
す
。
確
定
申
告
書
の
作
成

は
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nta.

go.jp/

）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
税
務
署
に
来
庁
さ
れ
る
場

合
も
、
確
定
申
告
書
の
作
成
は
パ
ソ

コ
ン
の
利
用
が
中
心
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
武
蔵
府
中
税
務
署

察
０
４
２
（
３
６
２
）
４
７
１
１

 
〔
受
付
時
間
〕
午
前
８
時　

分
～
午

３０

後
８
時
（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
漏
水
事
故
な
ど
緊
急
の
用
件
に
つ

い
て
は
、
終
日
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
引
っ
越
し
や
ご
契
約
の
変
更

察
０
５
７
０（
０
９
１
）１
０
０
（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

▽
料
金
、
漏
水
修
繕
、
そ
の
他

察
０
５
７
０（
０
９
１
）１
０
１
（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
を
利
用
で
き
な
い

場
合
は
、
察
０
４
２
（
５
４
８
）
５

１
１
０
に
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
水
道
局
多

摩
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
察
０
５
７
０

（
０
９
１
）
１
０
１

 　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た

期
間
（
厚
生
年
金
等
の
加
入
期
間
を

含
む
）
と
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

を
免
除
さ
れ
た
期
間
が　

年
（
３
０

２５

０
月
）
以
上
あ
る
方
は
、　

歳
か
ら

６５

老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
額
を
少
し
で
も
多
く
受
給
さ

れ
た
い
方
は
、
国
民
年
金
保
険
料
と

併
せ
て
付
加
保
険
料
（
月
額
４
０
０

円
）
を
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年

金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
て
支
給

水
道
使
用
の
開
始
・
中
止
等

の
問
い
合
わ
せ
は
東
京
都
水

道
局
多
摩
お
客
様
セ
ン
タ
ー

へご
存
じ
で
す
か
付
加
年
金

さ
れ
ま
す
。
受
給
額
は
、
２
０
０
円

に
付
加
保
険
料
納
付
月
数
を
乗
じ
て

計
算
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し

て
い
る
方
は
、
付
加
保
険
料
を
納
付

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
納
付
期
限

（
対
象
月
の
翌
月
末
）
を
経
過
し
て

の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

付
加
保
険
料
の
納
付
を
希
望
す
る

方
は
、
申
出
書
の
提
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
健
康
支
援
課
保
険
年

金
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
年
金
事
務
所

察
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１
１

 
恭
第　

回
狛
江
市
市
民
活
動
支
援
セ

１０

ン
タ
ー
開
設
準
備
委
員
会

〔
日
時
〕
２
月　

日
晶
午
後
６
時　

１７

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
案
件
〕
今
後
の
委
員
会
の
進
め
方
、

他〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
協
働
調
整

担
当

恭
第
５
回
狛
江
市
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
会

〔
日
時
〕
３
月
５
日
捷
午
後
７
時
か

ら〔
会
場
〕
３
０
１
会
議
室

〔
案
件
〕
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
３
月　

日
１７

松
開
催
）
に
つ
い
て
、
他

〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
協
働
調
整

担
当

恭
第
５
回
「
音
楽
の
街
們
狛
江
」
構

想
推
進
委
員
会

〔
日
時
〕
２
月　

日
晶
午
後
７
時
か

１７

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
地
域
活
性
課
市
民

文
化
係

恭
平
成　

年
度
第
３
回
狛
江
市
地
域

２３

自
立
支
援
協
議
会
全
体
会

〔
日
時
〕
２
月　

日
昭
午
後
６
時　

２３

３０

分
～
８
時　

分
３０

〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
展
示
・

多
目
的
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支

援
室
障
が
い
者
支
援
担
当

恭
ご
み
半
減
推
進
審
議
会

〔
日
時
〕
２
月　

日
昇
午
後
２
時　

２１

３０

分
か
ら

〔
案
件
〕
狛
江
市
一
般
廃
棄
物
処
理

実
施
計
画
に
つ
い
て

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

（
ビ
ン
・
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

恭
狛
江
市
都
市
計
画
審
議
会

〔
日
時
〕
２
月　

日
捷
午
前　

時
か

２７

１０

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
定
員
〕
７
人
※
多
数
抽
選
。
当
選

者
に
は
決
定
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

〔
案
件
〕
狛
江
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
改
定
に
つ
い
て
、
他

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
２１

昇
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
お

よ
び
「
狛
江
市
都
市
計
画
審
議
会
傍

聴
希
望
」
と
明
記
の
上
、
都
市
整
備

課
企
画
計
画
係
へ
。

恭
第
２
回
地
域
特
別
支
援
教
育
推
進

連
絡
協
議
会

〔
日
時
〕
２
月　

日
捷
午
後
３
時
か

２７

ら〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
案
件
〕
東
京
都
特
別
支
援
推
進
教

育
第
３
次
実
施
計
画
に
つ
い
て
、
他

〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室

 
▽
夜
間
納
税
窓
口　
〔
日
時
〕　

日
２３

昭
午
後
８
時
ま
で

▽
日
曜
納
税
窓
口　
〔
日
時
〕　

日
２６

掌
午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時

３０

　

な
お
、平
成　

年
度
固
定
資
産
税
・

２３

都
市
計
画
税
（
第
４
期
分
）
お
よ
び

平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険
税
（
第

２３

８
期
分
）
は
２
月　

日
昌
ま
で
に
納

２９

め
て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
納
税
課

 　
　

歳
以
上
の
方
で
介
護
保
険
料
に

６５
一
定
期
間
以
上
の
滞
納
が
あ
る
場
合
、

滞
納
期
間
に
応
じ
て
保
険
給
付
を
制

限
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

２
年
経
過
し
た
介
護
保
険
料
は
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
介
護
を
必
要
と
す
る
状

態
は
長
期
化
す
る
こ
と
も
多
い
た
め
、

い
ざ
介
護
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

に
高
額
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、

滞
納
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

納
期
限
内
に
納
付
が
困
難
な
場
合

に
は
、
分
割
納
付
等
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

■
滞
納
１
年
以
上
（
償
還
払
い
化
）

　

利
用
料
の
全
額
が
自
己
負
担
と
な

り
、
保
険
給
付
（
９
割
）
を
受
け
る

に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

■
滞
納
１
年
６
カ
月
以
上
（
一
時
差

止
め
）

　

償
還
払
い
化
さ
れ
た
保
険
給
付
費

２
月
の
夜
間
・
日
曜
納
税
窓

口
～
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
～

介
護
保
険
料
の
滞
納
と
給
付

制
限

に
つ
い
て
、
介
護
保
険
料
が
全
額
支

払
わ
れ
る
ま
で
差
し
止
め
ま
す
。

■
滞
納
２
年
以
上
（
給
付
額
減
額
）

　

保
険
給
付
を
９
割
か
ら
７
割
に
減

額
し
、
自
己
負
担
分
を
３
割
に
引
き

上
げ
ま
す
。
滞
納
期
間
に
応
じ
て
、

減
額
す
る
期
間
を
決
定
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
介
護
支
援
課
介
護

保
険
係

 
〔
掲
載
場
所
〕
指
定
収
集
袋
紙
帯
下

部
広
告
ス
ペ
ー
ス

〔
広
告
の
規
格
〕
指
定
収
集
袋
ご
と

に
異
な
り
ま
す
。

〔
掲
載
対
象
〕
各
指
定
収
集
袋　

種
１２

類
で
、
合
計　

万
セ
ッ
ト

３０

※
指
定
収
集
袋
は
販
売
数
に
あ
わ
せ

て
作
製
す
る
た
め
、
指
定
収
集
袋
ご

と
の
作
製
数
の
指
定
や
掲
載
す
る
指

定
収
集
袋
の
種
類
の
指
定
は
で
き
ま

せ
ん
。
作
製
数
が
合
計　

万
セ
ッ
ト

３０

分
に
な
る
ま
で
広
告
を
掲
載
し
ま
す
。

〔
広
告
料
〕　

万
円

３０

〔
提
出
書
類
〕
狛
江
市
一
般
廃
棄
物

指
定
収
集
袋
（
有
料
ご
み
袋
）
紙
帯

広
告
掲
載
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）、広
告
原
稿
ま
た
は
広
告
内
容
が

分
か
る
も
の

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
昌
ま
で
に
清
掃
課
へ
。

２９
 　

確
定
申
告
期
間
中
（
２
月　

日
昭

１６

～
３
月　

日
昭
）
は
税
務
署
が
大
変

１５
一
般
廃
棄
物
指
定
収
集
袋

（
有
料
ご
み
袋
）
紙
帯
へ
掲

載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す

確
定
申
告
書
の
作
成
は
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

■（仮称）狛江市墓地等の経営の許可等に関する条例（案）に対するパブリックコメント結果（概要）
回　　　答意　　　見

　条例第９条にて焼骨以外の埋蔵の禁止等を定めていますが、「ただし、
市長が、公衆衛生その他公共の福祉の見地から支障がないと認めるとき」
は焼骨以外の埋葬を認める場合があります。
　墓地、埋葬等に関する法律（昭和２３年法律第４８号）第二条第５項にお
いて、「この法律で「墓地」とは、墳墓を設けるために、墓地として都道
府県知事の許可をうけた区域をいう。」と定義されています。また、この
中でいう「墳墓」とは、同法第二条第４項において、「この法律で「墳
墓」とは、死体を埋葬し、又は焼骨を埋蔵する施設をいう。」と定義され
ているため、法の定義と同義であると考えます。

　第１０条の設置場所について河川や学校
からの距離など都条例にある文言を削除
したことは、「死体の埋葬」を認めないと
いうことと推測します。したがって、法
による「墓地」の定義と違うことを明確
にするため、「墓地」の定義を「焼骨を埋
蔵する施設を設ける区域」と明確にして
ください。

　一般社団法人および一般財団法人に関する法律（平成１８年法律第４８号）
第三百一条において、登記の項目を「主たる事務所及び従たる事務所の
所在場所」としています。市の区域内に主たる事務所または従たる事務
所の登記があることを規定しています。

　第３条１項３号の登記とは、本店のみ
ですか。支店でも市の住所で登記されて
いなければならないのでしょうか。

　規則では、公益法人の事務所は、その所在地に設置されてから５年間
経過していることを規定する予定です。

　第３条２項の規則で定める期間とは、
どのくらいですか。良い規則なので最低
でも１年位の期間は取ってほしいです。

　ご指摘のとおり「墓地の永続性が保てる場所」を確認する意味として、
抵当権や借地権等が発生していない所有権以外の権利が存しないものと
しています。

　第１０条１項１号は「所有権以外の権利
云々」の他に「墓地の永続性が保てる場
所」を追記すべきです。

　「高燥で、かつ、飲料水を汚染するおそれのない土地であること。」と
は、公共水域の汚染を防止するため、河川等と墓地までの距離を一定以
上保つよう規定しています。

　第１０条１項２号は具体的にどのような
ことですか。

　ご指摘を受け、条文を「雨水又は汚水が滞留しないように適当な排水
設備を設け、下水道に適切に排水すること。」に修正を行いました。ま
た、条文整理等を行い、同項第３号から同項第４号に変更します。

　第１１条１項３号の「河川」への排水は
時代に逆行します。下水道への排水に限
定すべきです。

　

１
月
１
日
か
ら　

日
ま
で
実
施
し

１８

た
、（
仮
称
）
狛
江
市
墓
地
等
の
経
営

の
許
可
等
に
関
す
る
条
例
（
案
）
に

対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対

す
る
い
た
だ
い
た
主
な
ご
意
見
と
そ

れ
に
対
す
る
回
答
を
公
表
し
ま
す
。

　

回
答
の
詳
細
は
環
境
管
理
課
で
閲

覧
で
き
る
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
管
理
課
環
境

整
備
係

パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククククククククココココココココココココココココココココココメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンパブリックコメントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要））））））））））））））））））））））のののののののののののののののののののののの公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公結果（概要）の公表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表

（仮称）狛江市墓地等の
経営の許可等に関する
条例（案）に対する



貨　広報こまえ　平成 ２４ 年（２０１２ 年）２ 月 １５ 日

1月から3月までは、毎月第2・第4火曜日を「こま丼デー」とし、市役所食堂で市内産野菜だけで作るこま丼を販売します。

〔
素
案
の
主
な
内
容
（
概
要
）〕

▽
市
民
参
加
と
市
民
協
働
に
関
わ
る

分
か
り
や
す
い
年
間
計
画
予
定
表
を

事
前
公
表
す
る
仕
組
み
を
導
入
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
く
（
第
３
条
関

係
）。

▽
青
少
年
お
よ
び
子
ど
も
の
市
民
参

加
を
よ
り
促
進
さ
せ
る
た
め
の
仕
組

み
を
検
討
す
る
（
第
４
条
関
係
）。

▽
市
民
参
加
の
対
象
と
な
る
金
銭
の

賦
課
徴
収
事
項
等
に
つ
い
て
市
民
参

加
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
を
努
力
規

定
と
す
る
。
市
民
参
加
の
手
続
き
を

行
わ
な
い
場
合
に
、
そ
の
事
案
の
概

要
と
理
由
を
公
表
し
て
い
く
（
第
５

条
関
係
）。

▽
市
民
参
加
の
手
続
き
の
方
法
提
案

制
度
を
、
よ
り
提
案
し
や
す
い
仕
組

み
に
し
て
い
く
（
第
６
条
関
係
）。

▽
市
民
参
加
を
よ
り
広
げ
る
た
め
に
、

市
民
委
員
の
無
作
為
抽
出
に
よ
る
公

募
方
法
等
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て

い
く
こ
と
を
検
討
す
る
（
第
９
条
関

係
）。

▽
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
提

出
期
間
を
２
週
間
以
上
か
ら
原
則　
３０

日
以
上
に
改
め
る
（
第　

条
関
係
）。

１５

▽
市
民
公
益
活
動
団
体
へ
の
参
入
の

機
会
の
提
供
を
よ
り
推
進
さ
せ
る
為

の
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く
（
第　
２７

条
関
係
）。

〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月
８

日
昭
ま
で
に
、
政
策
室
協
働
調
整
担

当
へ
。

　

銀
行
町
の 
賑 
わ
い

に
ぎ

　
　
「
思
い
出
の
銀
行
町
」
よ
り

（
銀
行
町
親
和
会
発
行
）

　

狛
江
三
叉
路
は
、
品
川
道
と
大
山

道
の
分
か
れ
道
で
あ
っ
た
が
、
銀
行

開
設
ま
で
は
特
に
め
ぼ
し
い
店
も
な

く
、
街
道
筋
に
は
点
々
と
農
家
が
あ

っ
て
、
そ
の
裏
は
広
々
と
し
た
田
ん

ぼ
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

そ
こ
に
明
治　

年
、
旭
貯
金
銀
行

３３

狛
江
支
店
が
開
設
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
旭
貯
金
銀
行
は
勧
業
貯
蓄

銀
行
に
な
り
地
元
の
資
本
で
経
営
を

続
け
て
い
た
が
、
大
正
３
年
に
旭
貯

蓄
銀
行
の
融
資
先
の
大
正
貯
蓄
銀
行

が
倒
産
し
た
た
め
、
そ
れ
に
連
鎖
し

て
同
年
、
旭
貯
金
銀
行
が
、
翌
年
勧

業
貯
蓄
銀
行
が
支
払
い
停
止
に
追
い

込
ま
れ
た
。
そ
し
て
勧
業
貯
蓄
銀
行

は
千
代
田
銀
行
に
吸
収
さ
れ
、
狛
江

か
ら
銀
行
は
な
く
な
っ
た
が
、
銀
行

が
あ
っ
た
と
い
う 
名  
残 
は
銀
行
町
と

な 
ご
り

い
う
名
で
今
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

旭
貯
金
銀
行
が
で
き
て
ま
も
な
い

明
治　

年
、
銀
行
の
向
か
い
に 
草
鞋 

わ
ら
じ

３８

な
ど
を
売
る
店
が
で
き
、
や
が
て
一

膳
飯
も
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
頃
に
な
る
と
狛
江
三
叉
路
は
、

登
戸
・
生
田
方
面
か
ら
渡
し
舟
を
使

っ
て
農
産
物
を
東
京
の
市
場
に
出
荷

し
、
帰
り
に
は 
下  
肥 
を
汲
ん
で
く
る

し
も 
ご
え

人
が
い
た
り
、
府
中
・
調
布
方
面
か

ら
来
る
人
も
通
り
、
や
が
て
休
憩
所

と
し
て 
賑 
わ
う
よ
う
に
な
っ
た
。

に
ぎ

　

そ
し
て
大
正
の
中
頃
ま
で
に
は
鳥

屋
、
床
屋
、
染
物
屋
、
大
工
、
穀
屋

な
ど
何
軒
か
が
店
開
き
を
し
た
。

　

ま
た
昭
和
の
初
め
に
は
東
陽
倶
楽

部
が
で
き
て
演
芸
を
や
っ
た
り
、
村

に
一
軒
し
か
な
い
内
科
医
や
歯
科
医

も
で
き
て
村
の
中
心
に
な
っ
た
。

　

だ
か
ら
昭
和
６
年
に
三
軒
茶
屋
と

国
領
の
間
を
走
る
世
田
谷
乗
合
自
動

車
の
バ
ス
が
開
通
し
た
時
、
停
留
所

名
も
「
狛
江
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
ほ

ど
狛
江
を
代
表
す
る
繁
華
街
に
な
っ

た
（
こ
の
と
き
駅
に
近
い
バ
ス
停
は

「
北
谷
橋
」
と
い
っ
て
い
た
）。

　

そ
の
後
も
村
の
内
外
か
ら
次
々
と

人
が
集
ま
り
居
を
構
え
、
店
を
開
い

た
の
で
、
昭
和　

年
頃
に
は
、
米
屋
、

１０

酒
屋
、
八
百
屋
、
魚
屋
、
肉
屋
、
鳥

屋
、
こ
ん
に
ゃ
く
屋
、
和
菓
子
屋
、

駄
菓
子
屋
、
パ
ン
屋
、
呉
服
店
、
洋

裁
店
、 
足  
袋  
屋 
、
下
駄
屋
、
綿
屋
、

た 

び 

や

染
物
屋
、
薬
屋
、
写
真
館
、
花
屋
、

種
屋
、
植
木
屋
、
金
物
屋
、
小
間
物

屋
、
寿
司
屋
、 
蕎  
麦  
屋 
、
洋
食
店
、

そ 

ば 

や

焼
鳥
屋
、
料
理
屋
、
カ
フ
ェ
、
射
的

屋
、
床
屋
、
髪
結
い
、
タ
ン
ス
屋
、

畳
屋
、
自
転
車
屋
、
馬
車
屋
、
大
工
、

桶
屋
、
材
木
屋
、
葬
儀
屋
な
ど
が
あ

っ
て
、
こ
こ
に
来
れ
ば
何
で
も
用
を

た
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
昭

和
８
年
に
は
青
果
市
場
も
で
き
た
。

　

特
に
飲
み
屋
や
カ
フ
ェ
は
サ
ー
ビ

ス
が
良
く
、
近
在
か
ら
も
多
く
の
人

が
集
ま
っ
て
賑
や
か
だ
っ
た
。

　

電
話
も
村
全
体
で　

軒
し
か
な
か

２５

っ
た
が
そ
の
う
ち
８
軒
ま
で
が
銀
行

町
に
あ
っ
た
と
い
う
。

　

昭
和　

年
頃
か
ら
は
村
内
に
い
く

１２

つ
も
の
軍
需
工
場
が
出
来
て
、
人
口

も
増
え
て
ま
す
ま
す
活
況
を
呈
し
て

い
た
。
そ
の
よ
う
に
村
で
一
番
賑
や

か
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
太
平
洋

戦
争
が
始
ま
る
昭
和　

年
以
降
は
活

１６

気
を
失
い
、
そ
し
て
バ
ス
の
運
行
も

止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　

井　

上　
　

孝

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その　２１５　－

活
動
の
推
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
の
推
進
等
を
行
い
ま
す
。

■
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
　

福
祉
意
識
の
醸
成
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配

慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
防
災
・
防
犯

体
制
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

  
■
市
・
当
事
者
・
市
民
で
つ
く
る
～

障
が
い
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
・
狛
江
〜

　

市
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
市
民
一

人
ひ
と
り
や
地
域
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
各
種

団
体
、
事
業
者
な
ど
の
市
民
に
よ
る

協
力
の
も
と
、
障
が
い
が
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
、
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
を
つ
く
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し

て
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

 
■
総
合
的
な
支
援
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
が
、

日
常
の
悩
み
や
不
安
を
解
消
す
る
た

め
に
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
相

談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
地
域
生
活
の
基
盤
づ
く
り

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
社
会
の
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
く
た
め
に
は
、
移
動
の
自
由
を
確

保
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
障
が
い

の
あ
る
人
が
気
軽
に
外
出
で
き
る
よ

狛
江
市
障
害
者
計
画

狛
江
市
障
害
者
計
画
・・

障
害
福
祉
計
画（
素
案

障
害
福
祉
計
画（
素
案
））

●
基
本
理
念

●
計
画
達
成
に
向
け
た
基
本
目
標

う
、
移
動
手
段
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

■
自
立
と
社
会
参
加
の
シ
ス
テ
ム
づ

く
り

　

各
種
施
策
の
計
画
や
実
施
に
際
し

て
障
が
い
の
あ
る
人
の
声
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、
当
事
者
の
参
画
を
促
進

し
、
障
が
い
の
あ
る
人
自
ら
が
行
っ

て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
活
動
に

対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
日
常
生
活
の

中
で
、
気
軽
に
安
心
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
、
障
が
い
者
の
利
用
に
配
慮

し
た
建
築
物
や
歩
道
の
整
備
な
ど
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

 
〔
日
程
・
会
場
〕
▽
２
月　

日
掌
・

１９

４
階
特
別
会
議
室
▽　

日
昇
・
あ
い

２１

と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
時
間
〕
午
前　

時
～
正
午

１０

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

●
市
民
説
明
会

  
■
人
が
や
さ
し
い
、
人
に
や
さ
し
い
、

あ
い
と
ぴ
あ
狛
江

　

市
民
す
べ
て
の
思
い
は
、
高
齢
者

も
障
が
い
の
あ
る
人
も
、
子
ど
も
と

そ
の
家
族
等
も
、
い
き
い
き
と
安
心

し
て
生
活
で
き
る
福
祉
社
会
の
実
現

に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
市
民
の
思

い
に
虹
の
橋
を
か
け
る
の
が
、「
あ
い

と
ぴ
あ
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」
で
す
。

第
３
次
あ
い
と
ぴ

第
３
次
あ
い
と
ぴ
ああ

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ンン

（
素
案

（
素
案
））

●
基
本
理
念

　

市
民
の
人
権
の
尊
重
と
い
う
観
点

に
立
ち
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
市
民

と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

 
■
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
立
場
の
尊
重

　

情
報
提
供
・
相
談
体
制
の
充
実
、

苦
情
解
決
、
権
利
擁
護
の
推
進

■
自
立
支
援
の
た
め
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実

　

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
し
、
支
援
が
必
要
な
人
へ
の
対
応
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
を
行
い
ま
す
。

■
市
民
主
体
に
よ
る
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り

　

交
流
活
動
の
活
発
化
、
地
域
福
祉

●
計
画
達
成
に
向
け
た
基
本
目
標

第
３
次
あ
い
と
ぴ
あ
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
（
狛
江
市

地
域
福
祉
計
画
）（
素
案
）
お
よ
び
狛
江
市
障
害
者
計

画
・
障
害
福
祉
計
画
（
素
案
）
を
公
表
し
ま
す

皆さんの意見をお寄せくださ皆さんの意見をお寄せくださいい
〜パブリックコメント〜パブリックコメント〜〜

　条例改正（素案）および計画（素案）について、市民の皆さんの意見を反映していくため、パ
ブリックコメントを募集します。
　素案は各担当課窓口で閲覧および頒布をしている他、市ホームページからもご覧になれます。

狛
江
市
の
市
民
参
加
と
市
民
協
働
の
推
進
に
関

す
る
基
本
条
例
改
正
（
素
案
）
を
公
表
し
ま
す

g

i

h

j

kkkkkkkkkkkkkkkkkkkkk

kkkkkkkkkkkkkkkkkkkkk

l
l
l
l
l
l
l
l

l
l
l
l
l
l
l
l

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
併

せ
て
、
狛
江
市
障
害
者
計
画
・

障
害
福
祉
計
画
の
愛
称
も
募
集

し
て
い
ま
す
。

〔
対
象
〕　

歳
以
上
の
市
内
在

１８

住
・
在
学
・
在
勤
の
方
お
よ
び

市
内
に
事
業
所
を
持
つ
法
人
等

〔
提
出
方
法
・
問
い
合
わ
せ
〕

３
月　

日
昌
（
必
着
）
ま
で
に
、

１４

住
所
、
氏
名
、
お
よ
び
在
学
・

在
勤
の
方
は
そ
の
名
称
と
住
所

を
記
入
の
上
、
窓
口
へ
提
出
・

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら

福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援
室
総
合
調

整
担
当
へ
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
・・

計
画
の
愛
称
募

計
画
の
愛
称
募
集集



広報こまえ　平成 ２４ 年（２０１２ 年）２ 月 １５ 日　迦

狛江市役所　察 （3430）1111　  （3430）6870　  http://www.city.komae.tokyo.jp/　  @KomaeCityFAX HP Twitter

東京都国狛江市区分
（平成２２年度支給割合）
 期末手当 勤勉手当
 ２．９５月 １．００月
 （１．５５月） （０．５５月）
期末・勤勉手当合計 ３．９５月

（２．１０月）
職務段階別加算　あり
（　）内は、再任用職員に係
る支給割合

（平成２２年度支給割合）
 期末手当 勤勉手当
 ２．６０月 １．３５月
 （１．４５月） （０．６５月）
期末・勤勉手当合計 ３．９５月

（２．１０月）
職務段階別加算　あり
（　）内は、再任用職員に係
る支給割合

（平成２２年度支給割合）
 期末手当 勤勉手当
 ２．７２２月 １．２０月
 （１．５０月） （０．６０月）
期末・勤勉手当合計 ３．９２２月

（２．１０月）
職務段階別加算　あり
（　）内は、再任用職員に係
る支給割合

期
末
・
勤
勉
手
当

（平成２３年３月３１日現在）
（支給率）

普通退職　定年等退職
勤続２０年 ２４．２５月 ３３．５０月
勤続２５年 ３２．５０月 ４３．５０月
勤続３５年 ４９．７５月 ５９．２０月
最高限度 ５０．００月 ５９．２０月
加算措置　定年前早期退職特例措置

（２％～２０％加算）

（平成２３年３月３１日現在）
（支給率）

普通退職　定年等退職
勤続２０年 ２３．５０月 ３０．５５月
勤続２５年 ３３．５０月 ４１．３４月
勤続３５年 ４７．５０月 ５９．２８月
最高限度 ５９．２８月 ５９．２８月
加算措置　定年前早期退職特例措置

（２％～２０％加算）

（平成２３年３月３１日現在）
（支給率）

普通退職　定年等退職
勤続２０年 ２４．２５月 ３３．５０月
勤続２５年 ３２．５０月 ４３．５０月
勤続３５年 ４９．７５月 ５９．２０月
最高限度 ５９．２０月 ５９．２０月
加算措置　定年前早期退職特例措置

（２％～２０％加算）
平成２２年度平均支給額

（普通退職） ５，５６３，７６０円
（定年等退職） ２６，６７７，１２２円

退　

職　

手　

当

人人事事行行政政のの運運営営等等のの状状況況のの公公表表人事行政の運営等の状況の公人事行政の運営等の状況の公表表
　狛江市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、市職員の任免、職員数や給与、勤務条件などの状況を市民
の皆さんにお知らせします。なお、詳細は年度末（予定）に市ホームページに掲載します。
〔問い合わせ〕給与の状況、人事行政の運営等の状況については職員課、職員の定員の状況については政策室企画法制担当

人件費率
（Ｂ／Ａ）

人件費
（Ｂ）実質収支歳出額

（Ａ）
住民基本台帳人口
（平成２３年３月３１日）区　分

１９．９％４，８３５，９５６千円９７３，６９４千円２４，２５３，６６２千円７５，９１８人平成２２年度

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等も含まれます。
※普通会計とは、総務省が定めた統一基準により全地方自治体が用いる、地方財政統計
上の会計区分のことです。

  人件費の状況（普通会計決算）1111111111111

東京都国狛江市
区　　分

初任給初任給（Ⅰ種）初任給
１８１，２００円１８１，２００円１８１，２００円大学卒

一般行政職
１４２，７００円１４０，１００円１４２，７００円高校卒

※初任給の他、扶養手当、地域手当、住居手当、通勤手当などが支給されます。

  職員の初任給の状況（平成２３年４月１日現在）4444444444444

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　分
３４３，３７５円３１３，２９０円２６８，２８７円大学卒

一般行政職
（２８３，９００円）（２４９，８００円）（２１４，２００円）高校卒

※高校卒職員の経験年数別・学歴別は、該当ありません。
※（　）は高校卒採用者給料月額の標準モデルです。

  職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（平成２３年４月１日現在）5555555555555

計
６級５級４級３級２級１級区　　分
部長
理事課長課長

補佐
係長
主査

主任
主事主事標準的な職務内容

２６９人９人２８人７人５４人５２人１１９人職　員　数
１００％３．３％１０．４％２．６％２０．１％１９．３％４４．３％構　成　比
１００％４．０％１１．７％５．５％２１．３％２４．９％３２．６％１年前の構成比参

考 １００％４．０％１２．３％６．７％２７．３％２７．３％２２．４％５年前の構成比

※給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
※職員数は、福祉職・技能労務職等を除いたものです。
※５年前の構成比は、当時の級を現在の級にした場合の構成比です。

  一般行政職の級別職員数の状況（平成２３年４月１日現在）6666666666666

　市職員の給与は、地方公務員法に基づき、民間企業の給与実態な
どを調査して行う国の人事院、都の人事委員会の勧告の内容や、各
市の状況などと比較し、条例等で決められています。
　また、市長、副市長、教育長の給料や、市議会議員の報酬は、「狛
江市特別職報酬等審議会」の答申に基づき、条例で定めています。

職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員のののののののののの給給給給給給給給給給与与与与与与与与与与・・・・・・・・・・定定定定定定定定定定員員員員員員員員員員のののののののののの状状状状状状状状状状職員の給与・定員の状況況況況況況況況況況況

主な増減理由対前年
削減数

職員数
平成２３年平成２２年

退職不補充による減△１５６議　　会
一

般

行

政

部

門

△５９３９８総　　務
０３０３０税　　務

退職不補充による減△１１５７１５８民　　生
０２７２７衛　　生

――労　　動
０１１農林水産
０５５商　　工

公共施設再編業務による増１４１４０土　　木
△６３５９３６５小　　計

――警　　察特
別
行
政

部　
　

門

退職不補充による減、庁務委託化に伴
う職種替えによる３６８６５教　　育

３６８６５小　　計
△３４２７４３０普 通 会 計 計

――病　　院公
営
企
業
等

会

計

部

門

――水　　道
０７７下 水 道
０２４２４そ の 他
０３１３１小　　計
△３４５８４６１総　 合　 計

  定員の状況（各年４月１日現在） （人）9999999999999

退　　職　　者　　数
採用者数区　分

死　亡普通退職ほか勧奨退職定年退職総　数
０７９２３３９７平成１８年度
０１０９２３４２１平成１９年度
１７５２２３５２０平成２０年度
１４４３１４０２５平成２１年度
０１４４２３４１３２平成２２年度

（１）職員の採用・退職者の状況 （人）

主事主任係長級課長補佐級課長級部長級職員数区　　分
２０１７１６７１１２３７３８０市 長 部 局
０２１０１１５議 会 事 務 局
２２２５１１３４２６７教 育 委 員 会
００１０１０２選挙管理委員会事務局
００１０１０２監 査 委 員 事 務 局
００１０００１農業委員会事務局

２２３９８８２１４３０１０４５７計

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職
員などを含み、臨時または非常勤職員は除きます。定員の職員数とは統計上、教育長の
１人の差が生じています。

（２）部局別職員数（平成２３年４月１日現在） （人）

  職員の任免および職員数に関する状況1
人人人人人人人人人人事事事事事事事事事事行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政のののののののののの運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営等等等等等等等等等等のののののののののの状状状状状状状状状状人事行政の運営等の状況況況況況況況況況況況

内　　　容区　分
配偶者 １３，５００円
その他の親族 ６，１００円
特定期間のある子 ４，０００円

扶養手当

世帯主またはこれに準ずる者 １０，５００円住居手当
交通機関利用者　　月額５５，０００円まで
交通用具利用者　　通勤距離に応じて支給通勤手当

※平成２４年１月から扶養手当のうち「その他の親族」については、６，０００円に改定されています。

１５．０％支給率（平成２３年４月１日現在）
地　域　手　当
（平成２２年度）

全職員支給対象の職員数
０～１８％国の制度（支給率）
６１９，３５８円支給対象職員１人当たり平均支給年額
全職種区　　　　　　分

特殊勤務手当
（平成２２年度）

１．４％職員全体に占める手当支給職員の割合
４８，０００円支給対象職員１人当たり平均支給年額
３手当の種類

訪問・指導等従事手当、感染症防疫作業従事手当、行路病人お
よび行路病死者取扱作業従事手当

９８，１６５千円支給総額
平成２２年度

超過勤務手当
２２９千円職員１人当たり平均支給年額
９８，４６９千円支給総額

平成２１年度
２２４千円職員１人当たり平均支給年額

  職員手当の状況7777777777777

技能労務職一般行政職区 分
平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額
４８．９歳３５５，３６３円３９．８歳３１６，１６６円狛江市
４９．５歳２８３，８６２円４２．３歳３２７，２０５円国
４７．１歳３０４，１３０円４２．５歳３３１，１７２円東京都

  職員平均給料月額および平均年齢の状況（平成２３年４月１日現在）3333333333333

１人当たり給
与費（Ｂ／Ａ）

給　　与　　費職員数
（Ａ）区　分

計（Ｂ）職員手当給　料
６，２８２千円２，８６４，６８９千円１，１７５，５９９千円１，６８９，０９０千円４５６人平成２２年度

※職員手当には退職手当は含まれていません。
※職員数は特別職を除く平成２２年４月１日現在の人数で、再任用職員を含みます。

  職員給与費の状況（普通会計決算）2222222222222

期末手当
（平成２２年度支給実績）給料月額等区　分

年間３．９２２月分
８９８，０００円市 長

給　　料 ７７４，０００円副 市 長
７２１，０００円教 育 長

年間５．０月分

５４７，０００円議 長

報　　酬
４８９，０００円副 議 長
４７３，０００円常任委員長
４６５，０００円議 員

※特別職の給料等の額は、学識経験者等で構成される狛江市特別職報酬等審議会の答申に
基づき条例で定められています。

  特別職の報酬等の状況（平成２３年４月１日現在）8888888888888



過　広報こまえ　平成 ２４ 年（２０１２ 年）２ 月 １５ 日

広報こまえは市ホームページでもご覧になれます。トップページのお役立ち情報にある「広報こまえ」をクリックしてください。

  職員の研修および勤務成績の評価の状況7

　市職員の給料は、職務給化により職階ごとに必要とされる職務遂
行能力の基準を明らかにし、適正な任用による職務領域、役割分担
に応じた給与制度としています。
　なお、平成２２年度の支給状況と平成２３年４月１日現在の職員の給
与の状況は「職員の給与・定員の状況」のとおりです。

  職員の給与の状況3

  職員の分限および懲戒処分の状況5
（１）分限処分者数（平成２２年度）
　分限処分は、公務能率を維持することを目的として、心身の故障
や職に必要な適格性を欠くなど一定の事
由がある場合に、職員の意に反する不利
益な身分上の変動をもたらす処分です。
（２）懲戒処分者数（平成２２年度）
　懲戒処分は、公務における規律と秩序を維持することを目的とし
て、職員が法令や職務上の義務等に違反
した場合に道義的責任を問うために行う
処分です。

計降給休職降任免職
１６０１６００

（人）

計戒告減給停職免職
０００００

（人）

  職員の服務の状況6
　職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、職務の
遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければなりません。
職務の遂行にあたって職員が守るべき義務である服務に関する基本
原則として、法令等および上司の職務上の命令に従う義務、信用失
墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務に専念する義務、政治的行為
の制限、争議行為等の禁止、営利企業等の従事制限があります。

  職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況4
休憩時間終了時間開始時間１週間の正規の勤務時間

正午から６０分間午後５時１５分午前８時３０分３８．７５時間

※図書館や保育園など公務運営上の事情、職務の性質により、正規の勤務日、勤務時間
などが不規則に割り振られる部署もあります。

（１）勤務時間の状況

付与日数種　　類
結婚　６日
忌引（親族により）１～１０日慶 弔 休 暇

１０年　３日
２０年　５日
５０歳　７日

永年勤続休暇

必要と認められる時間又は期間事 故 休 暇
必要と認められる日また
は時間

骨髄提供等に係る
休 暇

５日以内夏 季 休 暇
５日以内ボランティア休暇
１週間以上１８０日以内介 護 休 暇
要介護者１人につき５日以
内（複数の場合は１０日以内）短期の介護休暇

（２）休暇制度の概要
付与日数種　　類

３月以内病 気 休 暇
必要と認められる時間公民権行使等休暇
１６週間以内妊娠出産休暇
１０日以内妊娠初期休暇
必要と認められる時間母子保健健診休暇
１日当たり６０分以内妊婦通勤時間
１日当たり９０分以内育 児 時 間
２日以内出産支援休暇
５日以内（養育する子が
複数の場合は１０日以内）子の看護休暇

２日以内生 理 休 暇

取得率平均取得日数対象職員数総取得日数総付与日数
２９．４％１０．６日５３２人５，６３９．１日１９，１９４．１日

（３）年次有給休暇の取得状況（平成２２年１月１日～１２月３１日）
　職員には、１年当たり２０日間の年次有給休暇が与えられます。

（５）介護休暇の取得者数
　　 （平成２２年度新規取得者） （人）

計女男区　分
０００介 護 休 暇
３２１短期の介護休暇

（４）育児休業の取得者数
　　 （平成２２年度新規取得者） （人）

計女男区　分
８８０育児休業
９９０部分休業

（１）職員採用試験の状況（平成２２年度） （人）
採用者数合格者数受験者数職　　種
１４１８１２９一 般 事 務
２４１０８一般事務（経験者）
００４一般技術（建築）
４４１０一般技術（土木）
１１２一般技術（電気）
４５２５社 会 福 祉 士
１１７保 健 師
５７２７保 育 士
１１９一般事務（障がい）
３２４１３２１計

合格率合格者受験者区　　分
５０．００％３人 ６人管 理 職 昇 任 試 験
１８．７５％６人３２人第 一 種 主 任 昇 任 試 験
２９．４１％５人１７人第 二 種 主 任 昇 任 試 験
５０．００％４人 ８人技能・労務系職員主任昇任試験
 ０．００％０人 ２人技能・労務系職員４級主査昇任試験

（２）昇任試験の状況（平成２２年度）

主任級係長級課長補佐級課長級部長級区　　分
２１２５６９３平成２２年度
１５１８７５３平成２３年４月１日

（３）昇任者数（平成２２年度および平成２３年４月１日の昇任者） （人）

  職員の競争試験および選考の状況2
　職員の採用は、地方公務員法の規定により、競争試験（筆記、面
接、その他の手法）で実施しています。
　また、採用後の職員の昇任についても、人事評価、昇任試験など
を実施し、勤務成績等の能力の実証に基づき選考を行っています。

平成２３年度継続件数完結件数平成２２年度要求事案数平成２１年度からの継続案件
００００

（２）不利益処分に関する不服申立ての状況

平成２３年度継続件数完結件数平成２２年度要求事案数平成２１年度からの継続案件
００００

（１）勤務条件に関する措置の要求の状況

　公平委員会とは、法律に基づき職員からの勤務条件に関する措置
要求や不利益処分の不服申立てを受け付け、審査する機関です。

  東京都市町村公平委員会の報告事項9

管理職人事評価、昇任選考および再任用職員選考評定の種類
職務行動等を各評定要素に設定した評定項目ごとに４段階（管理職人事評
価）および５段階（昇任選考、再任用職員選考）の絶対評価で評価を行う。評 定 方 法

〔管理職人事評価〕仕事の成果、課題設定力、実行力、組織運営力
〔昇任選考〕勤務成績、知識・技能、仕事に対する意欲、接遇能力、対人関係力
〔再任用職員選考〕勤務成績、知識・技能、仕事に対する意欲および心身
の状況、接遇能力・対人関係力

評 定 要 素

（２）勤務成績の評定の状況（平成２２年度）
　職員の昇任選考などに勤務成績の評定を実施しています。

（１）職員研修の実施状況（平成２２年度）
　「新・狛江市人材育成基本方針」に基づき、体系化しています。

人　数研修数研修名区　分
２７１新任職員研修

階 層 別 研 修

２９１新任職員実務研修
２８１新任フォローアップ研修
３１１新任フォロー研修
１０１主任（ファシリテーション）研修
１９１係長職（ＯＪＴコーチング）研修
２２１係長職（段取り力）研修
１６１管理職（人事評価者）研修
１３１嘱託職員研修
２２１政策法務研修

特 別 研 修

１０１政策形成研修
２８１公務員倫理研修
２９１ハラスメント（パワハラ・セクハラ）防止研修
２７１普通救命講習
２３１クレーム対応研修
３２１メンタルヘルス研修
２２１ロジカルライティング研修
１００４その他研修会
３０５６６東京都市町村職員研修所

派 遣 研 修 ２２東京都職員研修所
４３１６各種講習会派遣
２３１３その他派遣研修
１４４研修所第３ブロック合同研修合 同 研 修

職場内（ＯＪＴ）研修職 場 内 研 修

（３）健康保持・安全衛生管理
　職員の疾病予防、健康障
害の早期発見を図るために
労働安全衛生法に基づく定
期健康診断、および個別の
健康診断を実施しています。
また、健康教育や産業医、
看護師による健康相談を行
っています。

■健康診断・健康教育の実施状況（平成２２年度）
受診者・回数件　　　名
６０４人定期健康診断
３３５人ＶＤＴ健康診断
２０９人腰痛健康診断
２回メンタルヘルス講座

４回腰痛・頸肩腕障害予防研修（保育士、
看護師、調理員、作業員等対象）

※一般職員のほか、嘱託職員も含む。

（４）公務・通勤災害補償制度
　職員の公務上の災害、または通勤途上における災害の補償につい
ては、地方公務員災害補償法に基づき補償がされています。

  職員の福祉および利益の保護の状況8

事業の目的と内容（平成２２年度）事　業　名
会員の結婚、出産、子の就学、傷病、弔慰、人間ドック、災害、永年
勤続、リフレッシュ、ライフプラン、退職等に際し給付給 付 事 業

会員個人、またはその家族等との福利厚生
家族等慰安、保養施設借り上げ（夏期限定３７日間１施設）福利厚生事業

会員およびその家族の文化と教養を高めるための事業教養文化事業
会員およびその家族の体の健康回復に資するための事業体育保健事業

（２）職員共済会事業の概要
　職員の福利厚生事業は、条例に基づき設置した狛江市職員共済会
を通じて行っています。職員共済会の運営は、職員本人の掛金と市
および加入団体からの交付金で賄われています。掛金は本俸の１，０００
分の５（年間平均約１９，４２０円）、交付金は本俸の１，０００分の１（年間平
均約３，６６６円）となっています。

（１）東京都市町村職員共済組合事業の概要
　東京都における区部を除く２６市５町８村と一部事務組合で組織す
る東京都市町村職員共済組合に加入しています。共済組合は法律に
基づき、主に健康保険、年金等の業務を行っています。

内　　　　　容事　業　名
組合員とその家族の病気、けが、出産、死亡、休業または災害に対して、
必要な給付を行う。短期給付事業

組合員の退職、障がいまたは死亡に対して年金または一時金の給付を行う。長期給付事業
健康診査などの健康の保持増進事業、保養施設の運営、住宅資金の貸付
などを行う。福 祉 事 業

■公務災害・通勤災害発生状況
平成２２年度平成２１年度平成２０年度平成１９年度平成１８年度区　分
７２３６７公務災害
００１１０通勤災害
７２４７７合　計

（件）
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■
社
会
教
育
関
係
団
体
登
録
更
新

　

社
会
教
育
関
係
団
体
の
有
効
期
間

は
３
月　

日
松
ま
で
で
す
。
平
成　

３１

２４

年
度
も
引
き
続
き
登
録
を
希
望
す
る

団
体
は
、
更
新
の
申
請
が
必
要
で
す
。

〔
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月
１

日
昭
か
ら　

日
晶
ま
で
に
、
社
会
教

２３

育
課
社
会
教
育
係
へ
。

■
体
育
施
設
利
用
団
体
登
録
更
新

　

団
体
登
録
は
、
年
度
ご
と
の
更
新

で
す
。
平
成　

年
度
も
引
き
続
き
体

２４

育
施
設
を
利
用
す
る
団
体
は
、
３
月

中
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
社

会
教
育
関
係
団
体
は
除
く
）。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
総
合
体
育
館

察
（
３
４
３
０
）
１
１
４
１

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業
説
明
会

〔
日
時
〕
２
月　

日
晶
午
前　

時
～

２４

１１

正
午
〔
会
場
〕
和
泉
児
童
館
※
駐
車

場
は
あ
り
ま
せ
ん
〔
内
容
〕
子
育
て

の
手
伝
い
を
お
願
い
し
た
い
方
（
利

用
会
員
）と
お
手
伝
い
し
た
い
方（
サ

ポ
ー
ト
会
員
）
が
、
相
互
に
助
け
合

う
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

利
用
会
員
希
望
者
は
説
明
会
へ
の
参

加
が
必
要
で
す
※
１
歳
以
上
の
託
児

あ
り
（
要
予
約
）。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
察

（
３
４
８
０
）
１
５
８
７
（
火
～
土

曜
日
午
前　

時
～
午
後
６
時
）
へ
。

１０

■「
夏
休
み
地
域
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
」

報
告
会

〔
日
時
〕
３
月
３
日
松
午
後
２
時
か

ら
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
展
示
・

多
目
的
室
〔
内
容
〕
心
身
と
も
に
健

全
な
青
少
年
育
成
が
目
的
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
狛
江
市
青
少
年
第
二

育
成
委
員
会
に
よ
る
報
告
会

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
青
少
年
課
児

童
青
少
年
係

■
東
京
三
弁
護
士
会
多
摩
支
部
「
無

料
法
律
相
談
」

〔
日
時
〕
３
月
３
日
松
午
後
１
時
～

４
時
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館
〔
定
員
〕

　

人
※
要
予
約
〔
内
容
〕
借
地
・
借

２４家
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
相
続
・
遺
言
、

離
婚
、
サ
ラ
金
へ
の
返
済
な
ど
の
法

律
問
題
に
関
す
る
相
談
会

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

２
日
晶
ま
で
に
、
東
京
三
弁
護
士
会

多
摩
支
部
察
０
４
２
（
５
４
８
）
３

８
０
０
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前

９
時　

分
～
午
後
４
時　

分
）
へ
。

３０

３０

■「
東
京
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
２
」開
催

～
交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
～

　

２
月　

日
掌
は
、
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

２６

ス
を
中
心
に
都
内
で
長
時
間
の
交
通

規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
マ
ラ
ソ
ン
財

団
察
（
５
５
０
０
）
６
６
７
７

特
に
治
療
中
の
場
合
は
、
事
前
に

医
師
へ
の
相
談
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
販
売
す
る
と
き
は
、
薬

事
法
に
基
づ
き
医
療
機
器
販
売
業

の
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

当
業
者
は
届
け
出
を
せ
ず
、
適
正

な
医
療
機
器
販
売
を
行
っ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
業
者
で
し
た
。

　

そ
の
上
、
あ
た
か
も
公
共
機
関

が
関
与
し
た
よ
う
に
見
せ
掛
け
、

消
費
者
を
安
心
さ
せ
よ
う
と
す
る

手
口
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

医
療
機
器
は
、
購
入
後
も
使
用

方
法
な
ど
を
適
切
に
説
明
し
て
く

れ
る
業
者
か
ら
購
入
す
る
よ
う
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
消
費

生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
地
域
活
性
課
地

域
振
興
係

い
思
い
を
し
ま
し
た
。

◆
ア
ド
バ
イ
ス

　
「
無
料
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
」

と
い
う
う
た
い
文
句
で
誘
い
出
し

て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
低
周
波

治
療
器
の
販
売
が
目
的
で
し
た
。

チ
ラ
シ
な
ど
で
営
業
所
以
外
の
場

所
へ
誘
導
し
、
商
品
を
販
売
す
る

こ
と
は
訪
問
販
売
に
当
た
り
ま
す

が
、
販
売
目
的
を
告
げ
ず
に
商
品

を
販
売
し
た
り
、
契
約
書
面
を
交

付
し
な
い
こ
と
は
、
特
定
商
取
引

法
に
違
反
し
ま
す
。

　

今
回
の
低
周
波
治
療
器
は
、
厚

生
労
働
省
へ
届
け
出
が
必
要
な
医

療
機
器
で
し
た
。
利
用
者
の
健
康

状
態
や
使
い
方
に
よ
っ
て
病
状
が

悪
化
し
て
し
ま
う
危
険
性
も
あ
り
、

●
相
談
事
例

　

無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
ら
れ

る
と
い
う
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ

シ
を
見
て
、
持
病
の
腰
痛
を
解
消

し
た
い
と
思
い
、
出
掛
け
ま
し
た
。

　

業
者
は
低
周
波
治
療
器
で
の
マ

ッ
サ
ー
ジ
実
演
と
治
療
器
の
簡
単

な
使
い
方
だ
け
を
説
明
し
「
こ
れ

を
使
え
ば
、
必
ず
腰
痛
が
治
る
」

と
言
い
な
が
ら
購
入
を
勧
め
、
そ

の
場
で
強
引
に
商
品
を
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
後
日
、
代
金
の　

万
円

３０

を
振
り
込
み
、
実
際
に
使
っ
て
み

ま
し
た
が
、
一
向
に
効
き
目
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

業
者
に
電
話
で
そ
の
旨
を
伝
え

た
と
こ
ろ
「
効
果
が
な
い
は
ず
が

な
い
。
そ
れ
は
使
い
方
が
悪
い
か

ら
だ
」
と
怒

鳴
ら
れ
、
怖
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狛
江
が
絵
手
紙
発
祥
の
地
で

あ
る
こ
と
は
、
多
く
の
方
に
広

く
周
知
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
市
民
は
も
ち
ろ
ん
、
絵
手

紙
が
き
っ
か
け
で
市
外
か
ら
狛

江
市
に
訪
れ
る
人
も
多
く
、
こ

の
「
絵
手
紙
さ
ろ
ん
」
を
訪
れ

る
人
も
最
近
ま
す
ま
す
増
え
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

長
年
、
絵
手
紙
を
趣
味
と
し

て
き
た
人
ば
か
り
で
な
く
、
初

め
て
絵
手
紙
に
挑
戦
す
る
人
た

ち
に
と
っ
て
も
、
気
軽
に
絵
手

紙
の
作
成
を
体
験
で
き
る
場
が

あ
る
と
い
う
の
は
、
と
て
も
あ

り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

絵
手
紙
を
通
じ
て
異
世
代
の

交
流
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
温

か
い
絆
が
育
ま
れ
る
こ
と
を
願

う
と
と
も
に
、
今
後
も
「
絵
手

紙
発
祥
の
地
們
狛
江
」
を
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
た
く
、
選
定

し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
推
薦
を
い
た
だ
い
た

方
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
絵
手
紙
発
祥
の
地
們
狛
江

に
ふ
さ
わ
し
い
、
新
た
な
出
会

い
の
場
と
し
て
平
成　

年
６
月

２３

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
四
季

折
々
の
絵
手
紙
や
今
話
題
の
絵

手
紙
な
ど
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
も

の
を
常
時
展
示
し
、
自
由
に
鑑

賞
で
き
ま
す
。
ま
た
、
気
軽
に

絵
手
紙
体
験
を
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
用
具
を
備
え
、
ス
タ

ッ
フ
が
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

　

市
内
の
小
・
中
学
生
、　

～
２０

　

代
の
若
い
世
代
、
そ
し
て　

３０

６０

代
以
上
の
方
と
、
絵
手
紙
に
興

味
の
あ
る
方
た
ち
が
幅
広
く
訪

れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
る
絵
手
紙
さ
ろ
ん
。
こ

こ
を
拠
点
と
し
て
、
絵
手
紙
発

祥
の
地
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。」

〔
問
い
合
わ
せ
〕
都
市
整
備
課

企
画
計
画
係

狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江のののののののののののののののののののののののののののののののののまままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち―――――――――――――――――――――――――――――――――魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百狛江のまち― 魅力百選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選

絵
手
紙
さ
ろ
ん

狛江の“チョット
いいこと・いいところ”泳

絵手紙さろん

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
か
ら 
越

◆
悪
質
な
医
療
機
器
販
売
業
者
に
ご
注
意
◆

脅
和
泉
児
童
館 

　
　

察
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
タ
ス
ケ
大
会　
〔
日
程
〕２
月　
２１

日
昇
〔
対
象
・
時
間
〕
▽
小
学
校

１
～
３
年
生
・
午
後
４
時
～
４
時

　

分
▽
小
学
校
４
～
６
年
生
・
午

４５後
４
時　

分
～
５
時　

分

４５

３０

■
わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
会　

〔
日
程
〕
２
月　

日
昌
〔
対
象
・

２２

時
間
〕
▽
０
～
１
歳
児
・
午
前　
１０

時　

分
～　

時　

分
▽
２
歳
児
以

３０

１０

５０

上
・
午
前　

時
～　

時　

分

１１

１１

２０

■
三
味
線
コ
ン
サ
ー
ト　
〔
日
時
〕

２
月　

日
松
午
後
２
時
～
２
時　

２５

４０

分脅
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー 

　
　

察
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
ロ
ッ
キ
ー
シ
ネ
マ
ズ　
〔
日
時
〕

２
月　

日
晶
午
後
３
時
～
５
時

１７

〔
対
象
〕
小
学
生

■
春
ま
つ
り　
〔
日
時
〕３
月　

日
１７

松
午
後
２
時
～
３
時　

分〔
対
象
〕

３０

小
学
生
～
高
校
生
〔
内
容
〕
ゲ
ー

ム
や
食
べ
物
な
ど
の
ブ
ー
ス
〔
参

加
費
〕
１
０
０
円
〔
申
し
込
み
〕

２
月　

日
昌
ま
で
に
窓
口
へ
。

２９

脅
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　

察
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
子
ど
も
服
リ
サ
イ
ク
ル　
〔
日

時
〕
３
月
３
日
松
午
前　

時　

分

１０

３０

～　

時　

分
※
前
日
ま
で
に
サ
イ

１１

３０

ズ
ご
と
に
ま
と
め
、
表
記
し
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
服
１
３

０
尺
ま
で
、
靴　

尺
２０

ま
で
。
お
も
ち
ゃ
、

使
用
し
た
下
着
な
ど

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育子育てててててててててててててててててててててて

-
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2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

　

平
成　

年
開
催
の
第　

回
国
民

２５

６８

体
育
大
会
の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
実
施
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
松
午
前　

時

１７

１０

か
ら
（
受
け
付
け
は
９
時　

分
か

３０

ら
）
※
小
雨
決
行
。
荒
天
の
場
合

は
３
月　

日
松

２４

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
の
方

〔
定
員
〕
先
着　

チ
ー
ム
（
１
チ

３０

ー
ム
５
人
）
※
小
学
生
以
下
の
チ

ー
ム
は
必
ず　

歳
以
上
の
方
が
入

１８

る
こ
と

〔
内
容
〕
市
内
を
歩
い
て
拾
っ
た

ご
み
の
量
を
チ
ー
ム
ご
と
に
競
い

ま
す
※
入
賞
賞
品
・
参
加
賞
あ
り
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２

月　

日
捷
か
ら
３
月
５
日
捷
ま
で

２０
に
、
参
加
申
込
書
（
窓
口
で
配
布
）

を
、
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
へ
。

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
ごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみ
拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾拾
いいいいいいいいいいいいいい
はははははははははははははは
スススススススススススススス
ポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーー
ツツツツツツツツツツツツツツ
だだだだだだだだだだだだだだ

〜
ご
み
拾
い
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

東
京
多
摩
国
体
開
催
記
念

ス
ポ
ー
ツ
ＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧ
ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ
ＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭ

Ｇ
Ｏ
Ｍ
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ
拾
い
大
会
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介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

（
あ
い
と
ぴ
あ
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

市
内
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、　

歳
以
上
の
方
を
対
象

６５

に
介
護
が
必
要
に
な
る
前
の
元
気

な
と
き
か
ら
「
足
腰
が
弱
く
な
ら

な
い
よ
う
に
」、「
認
知
症
予
防
」

「
閉
じ
こ
も
り
予
防
」、「
栄
養
不

足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」
等
テ
ー

マ
を
決
め
て
介
護
予
防
の
普
及
啓

発
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
、
新
た
に
あ

２４

い
と
ぴ
あ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
も
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽　

歳
か
ら
は
じ
め
る
体
力
づ
く

６５
り
～
若
返
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
体
操

教
室
～　
〔
日
程
〕４
月　

日
松
か

１４

ら
毎
月
第
２
土
曜
日
（
全
６
回
）

〔
時
間
〕
午
前　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

▽
今
日
か
ら
で
き
る
！
認
知
症
予

防
～
生
活
の
中
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
取
り
入
れ
よ
う
～　
〔
日
程
〕４

月　

日
昇
か
ら
毎
月
第
２
火
曜
日

１０
（
全
６
回
）〔
時
間
〕
午
前　

時
～

１０

　

時　

分

１１

４５

　

各
回
〔
定
員
〕　

人
〔
申
し
込

１５

み
〕
３
月
１
日
昭
か
ら
あ
い
と
ぴ

あ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
高
齢
者
の
た
め
の
相
談
窓
口

●
あ
い
と
ぴ
あ
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
察
（
５
４
３
８
）
３
５
６

５〔
担
当
地
域
〕
中
和
泉
・
西
和
泉
・

元
和
泉
・
東
和
泉
地
区

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ま

え
正
吉
苑
察
（
５
４
３
８
）
２
５

２
２

〔
担
当
地
域
〕
和
泉
本
町
・
東
野

川
・
西
野
川
地
区

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ま

え
苑
察
（
３
４
８
９
）
２
４
２
２

〔
担
当
地
域
〕
岩
戸
南
・
岩
戸
北
・

猪
方
・
駒
井
町
地
区

〔
問
い
合
わ
せ
〕
介
護
支
援
課
高

齢
者
支
援
係

鶏

身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身
近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近
ななななななななななななななななななななな
相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談
窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓

身
近
な
相
談
窓
口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

高
齢
者

高
齢
者
のの

u

w

v

x

yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy

yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy

z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z

z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z

　

宮
前
保
育
園
は
和
泉
児
童
館

の
隣
に
あ
り
ま
す
。
保
育
園
の

花
壇
に
は
花
が
絶
え
ず
咲
き
誇

り
、
園
庭
に
は
柿
と
ビ
ワ
が
実

り
ま
す
。
ま
た
、
多
摩
川
に
も

近
く
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に

園
庭
や
散
歩
先
で
遊
ん
で
い
ま

す
。

　

園
の
創
立
は
昭
和　

年
で
、

４９

現
在
は
生
後
６
カ
月
か
ら
就
学

前
の
子
ど
も
た
ち
１
０
８
人
を

お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

　

園
の
方
針
は
「
一

人
ひ
と
り
を
大
切
に

し
、
自
分
に
自
信
が

持
て
る
子
ど
も
を
育

て
る
」
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
の
良
い
明
る
い

職
員
が
、
子
ど
も
た

ち
の
発
達
を
踏
ま
え
て
日
々
保

育
を
し
て
い
ま
す
。

　

運
動
会
、
遠
足
、
発
表
会
な

ど
を
経
験
す
る
中
で
子
ど
も
た

ち
は
大
き
く
成
長
し
て
い
き
ま

す
。
５
歳
児
は
市
民
ま
つ
り
に

参
加
し
、「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
」
を
大
勢
の
前
で
踊
り
、
キ

ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

食
育
に
も
力
を
入
れ
、
お
月

見
団
子
や
鏡
開
き
な
ど
伝
承
文

化
を
大
切
に
し
つ
つ
、
子
ど
も

た
ち
の
前
で
魚
屋
さ
ん
に
サ
ケ

を
一
匹
下
ろ
し
て
も
ら
う
魚
の

解
体
、
味
覚
を
知
る
た
め
の
体

験
、
調
理
保
育
で
は
子
ど
も
た

ち
が
芋
掘
り
で
取
っ
た
芋
を
調

理
も
し
て
芋
煮
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
お
い
し
い
給
食
を
通

し
て
、
食
べ
物
と
簡
単
な
知
識

を
「
栄
養
ボ
ー
ド
」
を
使
っ
て

楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。「
苦
手

だ
っ
た
給
食
が
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
！
」
と
教
え
て
く

れ
る
子
ど
も
の
声
を
聞
く
と
、

う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
協

力
に
感
謝
し
な
が
ら
、
未
来
あ

る
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
保
育
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

石田教子宮前保育園長

＊ ＊ ＊
＊ 宮前保育園子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育てててててててててててててててててててててててててててててののののののののののののののののののののののののののののの現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか子育ての現場からららららららららららららららららららららららららららららら （５）

 
■
外
国
語
メ
ニ
ュ
ー
作
成
研
修
会

〔
日
時
〕
２
月　

日
晶
午
前　

時
～

２４

１０

正
午（
受
け
付
け
は
９
時　

分
か
ら
）

４５

〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
対
象
〕
市
内
飲
食
店
業
者
〔
定
員
〕

先
着　

人
〔
内
容
〕
英
語
、
韓
国
語
、

３０

中
国
語
（
簡
体
字
・
繁
体
字
）、
ド
イ

ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
対
応
し
た
メ

ニ
ュ
ー
作
成
の
研
修
会
〔
持
ち
物
〕

筆
記
用
具
・
実
際
に
使
っ
て
い
る
メ

ニ
ュ
ー
※
作
成
し
た
外
国
語
メ
ニ
ュ

ー
は
、
東
京
都
外
国
語
メ
ニ
ュ
ー
作

成
支
援
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト（http://m

enu-tokyo.jp

）
の
訪
日
外
国
人
向

け
会
員
店
舗
紹
介
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
２０

捷
ま
で
に
、
メ
ニ
ュ
ー
名
６
品
（
写

真
が
な
い
場
合
は　

品
）・
料
理
の
写

１２

真
デ
ー
タ
・
店
舗
の
写
真
デ
ー
タ
お

よ
び
申
込
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
、
電
子

メ
ー
ル
（chiikikkr01@

city.k
om
ae.lg.jp

）で
地
域
活
性
課
地
域

振
興
係
へ
。

■
消
費
生
活
市
民
講
座
（
施
設
見
学

会
）

〔
日
時
〕
３
月　

日
捷
午
後
１
時
市

１９

役
所
バ
ス
車
庫
前
集
合
（
４
時　

分
３０

解
散
予
定
）〔
見
学
場
所
〕
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
多
摩
川
（
清
掃
工
場
）、
し

尿
処
理
場
（
稲
城
市
）〔
定
員
〕　

人
４０

〔
公
開
抽
選
〕
応
募
多
数
の
場
合
は
、

３
月
２
日
晶
午
前
９
時　

分
か
ら
４

３０

階
特
別
会
議
室
で
実
施
※
グ
ル
ー
プ

で
申
し
込
み
の
場
合
は
、
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
抽
選
し
ま
す
（
同
一
の
方
か

ら
複
数
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合

は
無
効
）。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
昌
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は

２９が
き
（
１
枚
４
人
ま
で
）
に
申
込
希

望
者
全
員
の
氏
名
・
性
別
・
住
所
・

電
話
番
号
（
で
き
る
だ
け
携
帯
電
話

番
号
）・
生
年
月
日
お
よ
び
「
消
費
生

活
市
民
講
座
施
設
見
学
会
申
し
込
み

希
望
」
と
明
記
の
上
、
地
域
活
性
課

地
域
振
興
係
へ
。

■
狛
江
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
相

談
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
～
狛
江
市
の

相
談
支
援
の
い
ま
～

〔
日
時
〕
３
月
７
日
昌
午
前　

時
～

１０

午
後
１
時
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
定
員
〕　

人
〔
テ
ー
マ
〕

６０

障
が
い
を
持
つ
方
の
狛
江
市
の
相
談

支
援
の
現
状
に
つ
い
て
〔
講
師
〕
秋

山
浩
子
さ
ん（
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
・

日
野
事
務
局
長
）
※
手
話
・
通
訳
等

を
希
望
の
方
は
、
２
月　

日
昌
ま
で

２２

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支

援
室
障
が
い
者
支
援
担
当

■
成
人
学
習
事
業
（
市
民
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
）「
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
健
や

か
な
成
長
を
～
家
庭
・
地
域
・
学
校

の
役
割
と
国
・
自
治
体
の
責
務
～
」

〔
日
程
・
内
容
〕
▽
２
月　

日
松　

２５

ど
う
な
る
の
？
揺
れ
る
保
育
制
度
・

汐
見
稔
幸
さ
ん
（
白
梅
大
学
学
長
）

▽
３
月
３
日
松　

考
え
よ
う
格
差
と

貧
困
・
三
輪
ほ
う
子
さ
ん
（
な
く
せ

子
ど
も
の
貧
困
ネ
ッ
ト
）
▽
３
月　
１７

日
松　

す
べ
て
の
若
者
が
社
会
の
担

い
手
と
し
て
自
立
、
成
長
し
て
い
く

環
境
を
・
前
田
か
お
り
さ
ん
（
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
コ
ピ
エ
主
宰
）
▽
３
月

　

日
松　

考
え
よ
う
家
庭
内
養
育
力

２４

の
限
界
・
福
川
須
美
さ
ん
（
駒
沢
女

子
短
期
大
学
教
授
）〔
時
間
〕
午
前　
１０

時
～
正
午
〔
定
員
〕　

人
４０

〔
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

中
央
公
民
館
察
（
３
４
８
８
）
４
４

１
１
へ
。

■
調
布
・
狛
江
就
職
面
接
会
～
複
数

の
企
業
と
面
接
で
き
ま
す
～

〔
日
時
〕
３
月
２
日
晶
午
後
１
時
～

４
時（
受
け
付
け
は
３
時　

分
ま
で
）

３０

〔
会
場
〕
調
布
市
文
化
会
館
た
づ
く

り
〔
持
ち
物
〕
複
数
の
履
歴
書
と
筆

記
用
具
・
雇
用
保
険
を
受
給
中
の
方

は
受
給
資
格
者
証

〔
問
い
合
わ
せ
〕
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
府

中
察
０
４
２
（
３
３
６
）
８
６
２
５

 
■
こ
ま
え
苑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

地
域
の
高
齢
者
福
祉
施
設
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
、
地
域
と
施

設
の
橋
渡
し
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〔
活
動
内
容
〕
日
々
の
活
動
の
援
助
、

手
芸
な
ど
趣
味
の
活
動
の
指
導
、
喫

茶
店
の
援
助
、
洗
濯
た
た
み
等
※
日

時
は
、
活
動
者
の
希
望
を
伺
い
調
整

し
ま
す
（
短
時
間
で
も
可
能
な
活
動

も
あ
り
）。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
こ
ま
え
苑
察
（
３

４
８
９
）
２
４
０
４

 
脅
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー 

　
　
　

察
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

■
な
ん
ぶ
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し

会　
〔
日
時
〕２
月　

日
晶
午
前　

時

１７

１１

か
ら
〔
対
象
〕
乳
幼
児
と
保
護
者

〔
大
型
絵
本
〕
ち
び
ゴ
リ
ラ
の
ち
び

ち
び
〔
大
型
紙
芝
居
〕
お
ひ
な
さ
ま

が
う
ま
れ
た
よ
外
〔
工
作
〕
お
ひ
な

さ
ま

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕２

月　

日
晶
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対

１７

３０

象
〕
幼
児
～
小
学
校
低
学
年
〔
絵

本
〕
そ
り
あ
そ
び
〔
お
は
な
し
〕
だ

め
と
い
わ
れ
て
ひ
っ
こ
む
な
〔
折
り

紙
〕
こ
ま

～
楽
し
く
気
軽
に

～
楽
し
く
気
軽
に
～～

絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教

絵
手
紙
教
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室

絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教

絵
手
紙
教
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室

〔
日
時
〕
３
月　

日
松
午
前　

１７

１０

時
～
正
午

〔
会
場
〕
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
定
員
〕
先
着　

人
３０

〔
講
師
〕
小
池
恭
子
さ
ん
（
日

本
絵
手
紙
協
会
公
認
講
師
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

「
絵
手
紙
発
祥
の
地
們
狛
江
」

実
行
委
員
会
事
務
局
（
地
域
活

性
課
市
民
文
化
係
）
へ
。

ヘタでいいヘタがいい
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  インフルエンザ〜かからない　うつさないために〜外出をしたあとは小まめに手を洗い、症状がある方はマスクを着用しましょう■！
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■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
３
月
５
日
捷
受
付
時
間
は

午
後
１
時
～
１
時　

分
〔
対
象
〕
平

３０

成　

年
８
月
生
ま
れ
の
幼
児
〔
持
ち

２２
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保

険
証
・
現
在
使
っ
て
い
る
幼
児
の
歯

ブ
ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診

票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援

課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
３
歳
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
３
月
８
日
昭
受
付
時
間
は

午
後
１
時
～
１
時　

分
〔
対
象
〕
平

３０

成　

年
２
月
生
ま
れ
の
幼
児
〔
持
ち

２１
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目

と
耳
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援

課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
妊
婦
歯
科
健
診

〔
日
時
〕
３
月　

日
晶
受
け
付
け
は

１６

午
後
１
時
か
ら
（
３
時　

分
終
了
予

３０

定
）〔
対
象
〕
妊
娠
中
の
方
※
妊
娠
中

期
に
お
受
け
く
だ
さ
い
〔
定
員
〕　
２０

人
〔
内
容
〕
歯
科
健
診
・
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
指
導
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手

帳
・
歯
ブ
ラ
シ
・
コ
ッ
プ
・
手
鏡
・

筆
記
用
具

〔
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

健
康
支
援
課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

 
■
介
護
予
防
事
業
・
口
腔
ケ
ア
講
座

「
若
さ
を
保
つ
口
腔
ケ
ア
法
〜
コ
ッ

ソ
リ
教
え
ま
す
〜
」

〔
日
時
〕
３
月
８
日
昭
午
前　

時
～

１０

正
午
〔
会
場
〕
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ

ー
〔
対
象
〕　

歳
以
上
の
高
齢
者

６５

〔
定
員
〕　

人
〔
内
容
〕
▽
口
腔
ケ

２０

ア
の
効
果
に
つ
い
て
講
義
▽
口
腔
内

ケ
ア
指
導
・
歯
垢
の
染
め
出
し
等
▽

口
腔
体
操
〔
講
師
〕
歯
科
医
師
・
歯

科
衛
生
士
・
健
康
運
動
指
導
士
〔
持

ち
物
〕
歯
ブ
ラ
シ
（
義
歯
ブ
ラ
シ
）・

歯
間
ブ
ラ
シ
・
使
用
中
の
口
腔
ケ
ア

用
品
・
タ
オ
ル

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
昭
か
ら
介
護
支
援
課
高
齢
者
支

１６援
係
へ
。

■
育
児
学
級

　

生
後
５
・
６
カ
月
ご
ろ
の
乳
児
の

離
乳
食
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
す
。
受

講
中
は
民
生
・
児
童
委
員
の
協
力
に

よ
り
乳
児
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月
１
日
昭
受
付
時
間
は

午
後
１
時
～
１
時　

分
（
３
時
終
了

２０

予
定
）〔
対
象
〕
第
一
子
目
の
保
護
者

〔
定
員
〕　

人
〔
持
ち
物
〕
母
子
健

２０

康
手
帳
・
筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・

乳
児
の
飲
み
物
な
ど

〔
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

健
康
支
援
課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
む
し
歯
予
防
教
室
〜
歯
科
衛
生

士
・
栄
養
士
が
お
話
を
し
ま
す
〜

〔
日
程
・
対
象
〕
▽
１
歳
児
か
ら
１

歳
６
カ
月
児
ま
で
の
保
護
者　

３
月

　

日
昌
▽
１
歳
７
カ
月
児
か
ら
２
歳

１４児
ま
で
の
保
護
者　

３
月　

日
昭

１５

〔
時
間
〕
午
前　

時
～　

時
〔
定
員
〕

１０

１１

各
日　

人
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手

１５

帳
・
黒
イ
ン
ク
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
子

ど
も
が
使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ

〔
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

健
康
支
援
課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
マ
マ
パ
パ
学
級

　

現
在
第
１
子
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
講
座
で
す
。

〔
内
容
〕
▽
１
回
目　

妊
娠
中
の
生

活
・
家
族
計
画
、
妊
婦
体
操
（
実
習
）

▽
２
回
目　

赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
生
活

（
先
輩
マ
マ
の
話
）、
妊
娠
中
の
食

事
・
食
事
バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
、
赤

ち
ゃ
ん
と
マ
マ
パ
パ
の
た
め
の
サ
ー

ビ
ス
▽
３
回
目　

赤
ち
ゃ
ん
の
沐

浴
・
お
む
つ
交
換
（
実
習
）、
パ
パ
の

た
め
の
妊
婦
体
験
、
育
児
の
話
と
ほ

の
ぼ
の
ふ
れ
あ
い
な
ど

〔
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

健
康
支
援
課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
３
月
の
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

▽
体
を
ケ
ア
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
整
え

る
・
や
さ
し
い
ヨ
ガ　
〔
日
程
〕
５
日

捷
〔
講
師
〕
中
田
三
華
さ
ん

▽
健
康
ス
ッ
キ
リ
介
護
予
防
体
操　

〔
日
程
〕　

日
昭
〔
講
師
〕
宮
崎
正

１５

和
さ
ん

▽
認
知
症
予
防
の
た
め
の
音
楽
療
法

　
〔
日
程
〕　

日
晶
〔
講
師
〕
野
田
千

２３

恵
子
さ
ん

　

各
日
〔
時
間
〕
午
後
１
時　

分
～

３０

３
時
〔
定
員
〕
先
着　

人
※
水
分
は

２０

各
自
準
備
し
、
運
動
の
際
は
動
き
や

す
い
服
装
・
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

〔
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

こ
ま
え
苑
察
（
３
４
８
９
）
２
４
２

２
へ
。

 
■
フ
ロ
ア
ー
健
康
相
談

　

本
人
や
家
族
の
健
康
の
こ
と
、
食

事
の
こ
と
、
子
育
て
の
こ
と
等
を
保

健
師
・
管
理
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士

な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
晶
午
前
９
時　

２４

３０

分
～　

時　

分

１１

３０

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援

課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
育
児
相
談
〜
子
ど
も
の
身
長
、
体

重
も
測
れ
ま
す
〜

　

育
児
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
、
お

母
さ
ん
自
身
の
心
や
体
の
こ
と
な
ど

を
保
健
師
、
助
産
師
、
栄
養
士
、
歯

科
衛
生
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
昌
午
前
９
時　

２２

３０

分
～　

時　

分
〔
持
ち
物
〕
母
子
健

１１

３０

康
手
帳

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援

課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

小

児

初

期

救

急

平

日

夜

間

診

療

休

日

診

療

　

時
間

２４医
療
機
関
案
内

〔
診
療
日
〕
月
～
金
曜
日
（
慈
恵

第
三
病
院
の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
～
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
方

１５

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内「
狛
江
・
調
布

小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間
診

察
室
」
察（
３
４
８
８
）２
０
６
１

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日

１９

２６

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
～　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
～
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

察
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

※　

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
成

４０
人
歯
科
検
診
も
実
施

　
　

察
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

察
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
ひ
ま
わ
り（
東
京
都
医
療
機
関

案
内
サ
ー
ビ
ス
）

　
　

察
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

○
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

察
♯
７
１
１
９
ま
た
は
、
察

０
４
２（
５
２
１
）２
３
２
３

○
狛
江
消
防
署

　
　

察
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

http://www.ecorma-hall.jp/

エコルマホール窓口でのチケットの取り扱いは午前９時から午後７時まで（電話予約でも取り扱っています）。小田急
ＯＸ狛江店宝くじ売り場でも、チケットを取り扱っています（エコルマ・アンサンブルコンサートVol．４ のみ）。

■ふらっとエコルマ、オープンハウス〜ダンス！
ダンス！！ダンス！！！〜
〔日時〕２月１９日掌午前１０時〜午後５時
〔チケット〕５００円（入館料）※中学生以下無料
〔出演〕市内在住のプロダンサーの皆さん多数
〔内容〕公募者・プロダンサーのダンスステージ、
ＤＪブース、グッズ展示、ワークショップ（当日
受付・定員制）など
■名手たちの競演〜楽しい室内楽！
エコルマ・アンサンブルコンサート
Vol．４〜
〔日時〕３月１０日松午後３時開演
〔チケット〕全席指定　一般３，０００円

　中学生以下５００円※要学生証など
〔出演〕ピアノ：松本和将、高田匡隆（市内在住）、
バイオリン：小森谷巧、岩渕さやか（市内在住）、
ビオラ：川本嘉子、チェロ：藤森亮一、クラリネ
ット：木津陽介（市内在住）、他
〔曲目〕サン＝サーンス「動物の謝肉祭」、モーツ
ァルト「きらきら星変奏曲」、他
※未就学児はご遠慮ください。
■桐朋オーケストラ・アカデミー「パーカッション
グループ　O−DEN」〜若い演奏家たちを応援〜
〔日時〕３月１５日昭午後１時３０分開演
〔チケット〕全席自由　５００円※４歳から入場可
〔曲目〕ビゼー「カルメン組曲」、瀧廉太郎「花」、他

※いずれの公演も託児サービスあり（有料・２歳以上・要予約）好評発売中

　

現
在
の
市
民
総
合
体
育
館
臨
時

駐
輪
場
は
、
３
月　

日
松
に
閉
鎖

３１

し
ま
す
。
市
民
総
合
体
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